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1. ワールドカップとお金 
ジーコ・ジャパンは無残にもドイツの地で散ってしまいました。しかし監督ジーコは日本

代表監督史上最高額の年俸 1億 8千万円×4年間＝７億２千万円と CM出演料 5億円を手に
入れ、兄エドゥをテクニカルディレクターとして雇い同じく 7 千万円×4 年間＝2 億 8 千万
円、40年来の親友のカンタレリ GKコーチも雇い同じく 3千万円×4年間＝1億 2千万円と
身内で荒稼ぎをしたと、ある新聞に書いてありました。 
これが高いのか安いのかはワールドカップを楽しみに見ていた人たちの判断にゆだねると

し、世界にはもっと高額の年俸の監督がいます。イングランドのエリクソン監督は何と 2008
年までの契約で年俸 8 億 4 千万円で、さらに「今後新しいオファーを受けるのであれば、3
年契約で年俸 10億円はほしい」と言っているそうです。 
まあ、選手ではベッカムの年間４２億円（CM 含む）を最高に、ロナウジーニョが４０億
円、ロナウドが３３億円と、毎年ジャンボ宝くじが１０数回当っているような金額をもらっ

ていますが、これまたこういう金額が高いのか安いのかもよくわかりません。 
日本サッカー協会はアディタスとのオフィシャルサプライヤ契約の更新で 8年間 160億円
が手に入ることもあり、監督の最高年俸 2億円の枠を取り外したようですが、オシム監督が
本当に優れた監督であるのなら、あまりせこいことは言って欲しくないものです。 
このオシムさんは、オシム監督語録なる HP ができてしまうほどユニークな言動の持ち主
で、例えば、記者の「暑い中クレバ－に走るにはどうしたらよいのか?」の質問に「賢い=で
きるだけ経済的という意味だ。・・・5 秒先を読めれば 40 メートルダッシュをしなくても良
いはずだし、力を蓄えられる」と答えています。こういう言葉がこれからも聞けるのであれ

ば、私としてはぜひ年俸をはずんでもらいたいものです。（金額はすべて推定です） 
 
２．シュートの挙句（あげく） 
ワールドカップを観戦していると、世界のサッカー界のトップで活躍している人たちの

身体の強さに感心してしまいます。キックするときの足の筋肉の躍動、石のように固いボ



ールを何事もないかのごとくヘディングするおでこと首の強さ、驚異の一言です。 
そしてその驚きの連続の中でさらに感心してしまうのは、シュートを決めた後の味方の

祝福の仕方です。ものすごい勢いで抱きついてくるやつ、「子牛の烙印押し」の如く首に手

を回して引きずり倒すやつ、イングランドのフーリガンでさえこんなことはしません。 
テレビを観ながら私は「アーあんなことされたら一発で腰にくるだろうなあ」、「あうっ、

首、動かなくなるな」と思わず「グキッ」と体を動かし筋を痛めます。彼らはあれでケガ

などはしないのでしょうか、肋骨の２～３本くらいは折れないのでしょうか。下敷きにな

った彼は折り重なる味方をかき分け立ち上がり、また走り出しがら十字をきったりします。 
きっと強い身体に生んでくれた両親と神様に感謝をささげているのでしょう。 

 
３. 世界遺産Ⅲ－世界危機遺産とは  
 世界遺産に登録されている約８５０件のうち、危機遺産リストに載っている資産が 34件あ
ります。危機遺産とは、世界遺産に登録されたもののその後の周りを取り巻く環境や政情不

安のため世界遺産としての価値を損なう恐れがある資産をいいます。その中には、タリバン

が爆破してしまったバーミヤン渓谷やユダヤとパレスチナが争うパレスチナの地などがあり

ますが、特に多いのがアフリカの各自然公園で、貧困と内乱により窮した人たちがサイなど

の角を取るために密漁を繰り返し、密林を焼畑に変えたりしています。 
 フィリピンのコルディエラの棚田は、水が上から下に流れるように山の斜面を上手に利用

しているのですが、まるで扇子を何重にも組み合わせたような美しい風景に思わず息を呑み

ます（行ったことはないのですが）。しかしこの地は若者が町にお金を稼ぎに行くようになり、

後継者不足で所々の堤防は決壊し、いつまでこの風景が保たれるかは疑問視されています。 
 世界遺産として、後世の人たちにその文化・自然の素晴らしさを残していくべきか、人間

が生きていくためにはそれらを犠牲にするのか、難しいものです。 
 
５. 食品添加物・ブレークⅠ－明太子 
 明太子は酒のつまみによし、おにぎりの中にも入れるとおいしいし、フランスパンにすっ

たにんにくとバターと一緒にはさんで焼いても美味なものです。その明太子が大変なことに

なっているようで、「食品の裏側」という本によれば、本来の「無添加明太子」を作るには、

たらこを作る過程で「たらこ＋自然海塩＋純米みりん＋純米酒」、明太子に仕上げるときに「丸

大豆しょうゆ＋昆布だし＋かつおだし＋水あめ＋唐辛子」を使います。ところが一般に市販

されている明太子は、たらこを作る過程で「たらこ＋食塩＋みりん風調味料＋合成着色料＋

ポリリン酸ナトリウムなどの○○酸ナトリウム１０数種類」明太子を仕上げるときに「１０

数種類の食品添加物」を使います。特に化学調味料を使う量は明太子以上に使う食品はない

くらいで、メーカーによってはたらこが見えないくらいに直接振りかけているところもある

ようです。 それが美味しかったんだなあ、悲しいなあ、私の舌もたいしたことないなあ。 

 嘆きながらも、味ノリに明太子を乗せたつまみで今日も一杯呑んでいます。くくく。 


